
平成２９年度 えびの市立真幸小学校 学校評価 

 Ⅰ よく考え自分から学ぶ子                                                     （４段階評価） 

重点指導事項 
自己評価 現状と課題、改善点 学校運営協議会の皆様の評価 

児童 保護者 教師 現 状 課 題 改善点 評価 委員の意見 

１ 学習指導の充実 
３．６ 

(２．８) 

３．７
(３．２) 

３．７
(３．３) 

実物投影機や視聴覚教材を用
いて教材教具の工夫をしたり、個
に応じた指導の充実を図ったり
して、指導内容の定着を目指して
いる。 

一人一人の学習の理解度や学
習意欲にかなりの個人差があり、
指導方法や指導体制等の充実し
た取組について、工夫・改善の必
要がある。  

一人一人の実態を十分に把握
し、個に応じた指導の在り方、指
導体制について共通理解を図り、
共通実践を行えるようにしてい
く。 

４．０ 

(３．６) 

○ ３０人学級により、寄り添った指導ができて
いる。 

○ 先生方は日々研鑽されていると感じている。 

○ 個々の能力を見極めながらの指導は大変な
仕事だとは思うが、それはとても大切なことだ
と思う。 

２ 学習意欲の向上 
３．６
(２．９) 

３．１
(３．０) 

３．５
(２．６) 

年度当初に、全職員で「学習の
約束」「家庭学習の進め方」につ
いての共通理解を図り、指導の徹
底を図っている。 

基礎学力が十分に身に付いた
り、学習方法が身に付いたりすれ
ば学習意欲は次第に高まってく
る。そのための具体的な手立てを
整えていく必要がある。 

教師は授業の質を上げるため
に、教材研究や指導方法の工夫改
善を図っていくとともに、全職員
が共通理解・共通実践で推進して
いく。 

３．７ 

(３．５) 

○ 意欲に関しては強いものを感じている。 

○ 子どもたちが毎回興味を抱くことが大事だ
と思う。大変なことではあるが…。 

○ 基礎学力が身に付けば勉強が楽しくなり、学
力向上になると思う。 

３ 家庭学習の定着 
３．４
(３．５) 

３．０
(３．２) 

３．２
(２．８) 

学級懇談会で保護者への説明
を行い、家庭学習の見守りの協力
をお願いした。また、子どもたち
へ具体的に指導を行い、家庭学習
の充実を図っている。 

家庭学習の取組に個人差があ
り、その結果、学習の定着の差が
生じている。家庭環境に応じた実
施上の工夫が必要である。 

学校での学習と家庭での学習
が連動することにより、学力が定
着する。全員が確実に取り組める
環境の整備と学習内容の工夫改
善が必要である。 

 ○ 家庭学習の重要さについて、保護者の認識が
低い。 

○ 各家庭により差が生じているのは仕方ない
と思う。具体的な方策が見つかることを期待し
ている。 

○ 家庭環境は個々に違うので、宿題等の出来具
合などで家庭を知ることが大事だと思う。 

４ 読書活動の推進 
２．８
(２．８) 

２．４
(３．８) 

２．６
(２．８) 

読書タイム（読み聞かせ）を毎
週１回設定したり、多読賞の表彰
を行ったりするなど、読書活動の
推進を図っている。 

読書に積極的に取り組む子ど
もとそうでない子どもの差がは
っきりと現れてきている。 

本を借りて読みたくなるよう
な仕掛けを用意するとともに、限
られた時間の中で読書の時間を
確保できるようにしていく必要
がある。 

 ○ 市立図書館などの利用を訴えるべきではな
いか。 

○ 読書の大切さをいかに子どもに分かっても
らえるかが大事である。 

○ 子どもの頃に読んだ本は、一生、頭の中に残
っているものである。子どもたちに読書の習慣
を付けることが大事である。 

保護者の 

意  見 

○ 朝、元気に学校に行ってくれること、帰ってきて今日の出来事を聞くことで、学校での生活が楽しく、上手くいっていることが伝わり、
安心する。今後ともよろしくお願いしたい。 

○ 新任の先生に対してのフォローがしっかりなされているのか。新任の先生が頑張っているのは分かるが、それをベテラン先生がアドバ
イスなどをしているのか。 

○ 参観日が以前に比べてとても少なくなったような気がする。 

○ 学習発表会は学年ごとではなく、全体でやってほしい。 

○ 夏の個別面談は、自由ではなく、全員あった方が良い。 



Ⅱ きまりを守り、思いやりのある子                                                   （４段階評価） 

重点指導事項 
自己評価 現状と課題、改善点 学校運営協議会の皆様の評価 

児童 保護者 教師 現 状 課 題 改善点 評価 委員の意見 

１ 気持ちのよい挨拶 
３．４ 

(３．２) 

３．５

(３．２) 

３．７

(２．５) 

「あいさつ運動」を全校的に取

り組んできた成果が出てきてい

る。校外でも当たり前のように挨

拶ができると良い。 

元気よく心のこもった挨拶が

できる子どもと、そうではない子

どもが見られる。 

１の付く日を「あいさつ運動の

日」と位置付けて実践してきて、

定着化が図られてきている。心を

込めるなど質的な充実を図るた

めに、今後も工夫・改善が必要で

ある。 

３．６ 

(３．３) 

○ ここ数年の学校のあいさつ運動の効果で、良

いあいさつに出会っている。今後も続けてほし

い。 

○ 校外でのあいさつは、まだ、少し消極的に感

じる。 

○ 子どもに求める前に、大人自ら挨拶をしてい

けばよいと思う。結果はついてくる。 

○ 挨拶について、大変向上している。 

２ 丁寧な言葉遣い 
２．８

(２．９) 

３．５

(３．５) 

２．９

(２．５) 

子どもたちの中には、人が傷つ

く言葉や嫌がる言葉を言ったり

することがある。各学年の実態に

応じて、日常指導や学級活動、道

徳の指導の時間に関連的に指導

を行っている。 

「ちくちく言葉」「ふわふわ言

葉」のことについて全校児童に対

し指導を行ったが、子どもたちの

言動を把握し、その場での指導を

全職員でしっかりと行う必要が

ある。 

各学年の実態に応じて全教育

活動を通して、指導を充実・徹底

させるとともに、参観日（１２月）

人権週間と関連を図り、参観授業

を行い、子ども・保護者に対し啓

発を行う。 

２．９ 

(３．３) 

○ 目上の人には丁寧な言葉遣いができている

と思う。子ども同士での言葉遣いにはあまり神

経質にならなくてよいと思う。 

○ 保護者への啓発が大事なような気がする。 

○ 以前と比べ向上したが、時折、乱暴な言葉遣

いを耳にする。 

３ 規範意識の定着 
３．０

(２．９) 

３．２

(３．５) 

２．９

(２．８) 

年度当初に、「真幸っ子生活ガ

イド１０の約束」を提示し、学校

生活や休みの日の過ごし方につ

いて指導を行った。 

規範意識が全体的に低調であ

り、集団、社会生活を送る上で、

ルールを守ることの必要性を認

識していない。 

規範意識は、集団生活を営む上

で必要不可欠であるという認識

をもたせる。その一つの具体策と

して廊下歩行に力を入れ、共通実

践をしていく。 

３．１ 

(３．３) 

○ 常識の範囲でよいと思う。子どもは元気でな

くてはいけないので。 

○ 個々人ではできていると感じている。ただ、

どうしても集団心理が働いてしまうとだめに

なる気がする。 

○ 子どもたちはルールを守る意識が高い。 

４ 楽しく登校・下校 
３．５

(３．０) 

３．８

(２．８) 

３．８

(３．２) 

本校のスローガンである。元気

に歩いて登校するという点につ

いては、１ｋｍ徒歩登校を呼びか

けている。 

保護者に対し、体力向上の一環

としての自力登校について、意義

を理解してもらい、協力をしても

らうとともに、子どもの意識を更

に変えていく必要がある。 

楽しくて安心して通え、過ごせ

る学校を目指し、今後も教育活動

を推進していく。 
３．５ 

(３．３) 

○ 登下校に子どもを車で送り迎えする姿をよ

く見かける。学校までの距離の問題もあると思

うが、昔の者には考えられない。 

○ みんな頑張っていると思う。 

○ 概ね守られている。 

保護者の 

意  見 

○ 高学年は、自分から進んで気持ちの良い挨拶をしてくれる。 

○ よく挨拶をしてくれる。横断歩道で車を停めて渡してあげると、きちんと礼をしてくれる。 

○ 「自力登校、下校」は、十分に理解している。また、できることならば、「自力登校、下校」してもらいたいのが本心である。しかしな

がら、下校時、少子化のため、やむを得ず一人下校になってしまうのが現状である。子どもたちが、安心して元気に登下校できるような

地域環境になればと思う。 



Ⅲ 健康で粘り強くやりぬく子                                                 （４段階評価） 

重点指導事項 
自己評価 現状と課題、改善点 学校運営協議会の皆様の評価 

児童 保護者 教師 現 状 課 題 改善点 評価 委員の意見 

１ 基本的な生活習

慣の確立 

３．０

(２．９) 

３．６

(３．２) 

３．３

(３．０) 

１日の始まりから下校するま

で規則正しい学校生活が送れる

ように校時程の工夫を行うとと

もに、さわやかチェックや健康貯

金通帳の取組を行い、健康的な学

校生活を送れるように継続して

指導をしている。 

さわやかチェックでは、個人差

が大きい。家庭に呼びかけ、協力

をお願いする必要がある。また、

家庭での基本的な生活習慣が十

分でない子どもの多くが、睡眠不

足等により遅刻や欠席があった。 

基本的な生活習慣が定着する

ことにより、いきいきと家庭・学

校生活を送り、健康的な生活につ

ながるため、家庭への啓発活動を

更に行う必要がある。 

 

３．４ 

(３．５) 

○ 一番大切なことだと思う。 

○ 各家庭への啓発は必要と感じているが、過度

の期待は禁物では？親力は低下している。 

○ 朝食の徹底をしたい。 

２ 運動の日常化 
２．９

(３．２) 

２．８

(２．８) 

３．３

(３．２) 

学校では、朝の運動、体育の時

間の指導、昼休みと元気に体を動

かしている。学校外では、スポー

ツ少年団に入っている子ども入

っていない子どもの二極化とな

っている。 

体を動かすことが好きな子ど

もたちが増え、始業前、昼休みは

元気に遊んでいた。しかし、運動

場の整備工事があったため、後半

の期間は外遊びが制限された 

運動場の整備が終わったら、昼

休み等も遊びや運動ができるよ

うに開放していく。今後、担任の

指導のもと、遊び方の紹介などを

行っていく必要がある。 

３．６ 

(３．３) 

○ 昔のように外で遊ぶ子どもを見かけない。学

校で積極的に運動するように指導が必要だと

思う。 

○ 通常の学校生活の中で取り組める範囲でよ

いと思う。 

○ 時代の変化により仕方のないこともあるが、

夏休みのプール利用などを徹底するべき。 

３ 家庭での手伝い 
２．３

(２．２) 

３．０

(２．６) 

２．７

(２．５) 

学校では、家族の中の一員とし

て、手伝いを積極的に行うように

指導を行っているが、まだ十分と

は言えない。 

学年の発達の段階に応じて、各

家庭に対し、具体的な啓発を行っ

ておらず、定期的に少しずつでき

る手伝いを考えさせる必要があ

る。 

家庭訪問や４月参観日での懇

談時において、家庭でできる手伝

いについて話題にしていくよう

にする。 

 ○ 昔と違い、子どもの手伝いが少なくなってい

る。親子で話し合い、役割を決めたらよい。 

○ 「手伝い」とは何かを考えさせ、子どもたち

でできることを探してみては？ 

○ 学年に応じた指導を期待する。それに家庭が

合わせていくのがベストではないか。 

保護者の 

意  見 

○ 市小体連（水泳・陸上大会）での子どもたちの活躍が目立っていたと思う。 

○ 冬も水筒を持参した方が良い。 

 

 

 



Ⅳ その他                                                           （４段階評価） 

重点指導事項 
自己評価 現状と課題、改善点 学校運営協議会の皆様の評価 

児童 保護者 教師 現 状 課 題 改善点 評価 委員の意見 

１ 情報の発信・啓発  
３．８

(３．２) 

３．２

(３．０) 

学校文書や保健便り等、学校の

様子やお願い等を載せて発信し

ている。ホームページを新たに開

設したが、更新が思うように進ん

でいない。 

全ての保護者の方が確実に見

てもらっているか確認できてい

ないが、保護者のニーズ等も考慮

したものに工夫していく必要が

ある。 

安心安全メールやホームペー

ジ、学校から発行する文書など

が、有機的に関連するように、運

用面での工夫改善を図っていき

たい。 

３．４ 

(３．３) 

○ メールは、速効性があると思う。 

○ プッシュ型の情報発信が求められる。（スマ

ホのアプリ開発など） 

 

２ 地域との連携・交

流活動等 
 

３．２

(３．２) 

３．５

(３．２) 

年間を通して、キャリア教育、

体験活動等を積極的に活用して

おり、充実した取組が実践できて

いる。 

それぞれの活動の主体となる

方々との連絡調整や学校として

の意図をしっかりと伝え、活動を

していくことが重要である。 

子どもたちの教育活動が更に

充実したものになるように、子ど

もたちの実態に即した活動を積

極的に取り入れていく必要があ

る。 

３．７ 

(３．８) 

○ できるだけ学校の要望に応えて、子どもたち

と触れ合うようにしたいと考えている。 

○ 地域の協力は必要であるし、また、十分に協

力をもらっていると感じている。 

○ 様々な職種に触れることを期待したい。 

３ 学校行事等の運   

 営 
 

３．６

(３．０) 

３．０

(３．０) 

昨年度の反省にたって、様々な

行事の改善をしながら実践して

きている。 

年度当初に立てた計画は予定

通り実施することができた。 

来年度は、午前５時間制を導入

していくので、学校行事等につい

ても、どのように計画すれば教育

的効果が高いのかを検討しなが

ら実践していく必要がある。 

４．０ 

(３．０) 

○ 新しい取組も始まるので、成果が楽しみであ

る。 

○ 「午前５時間制」に期待している。 

○ 先取りの考え方で非常に期待できる。 

４ 環境整備  
３．０

(３．０) 

３．０

(３．０) 

学校で行う毎時間の清掃活動、

年３回実施しているＰＴＡ奉仕

活動等を実施し、充実した環境整

備を行っている。ただ、本年度の

奉仕作業は、雨のために１回中止

した。 

安心・安全な学校施設を維持し

ていくために毎月１回安全点検

を実施している。改善すべき箇所

は速やかに対応できるようにし

ていく。 

子どもが安心・安全な学校生活

が過ごせるように、安全点検を充

実させ、安全で美しい環境の整備

を計画的に進めていく。 

３．９ 

(３．８) 

○ 校庭の整備も完了して、いろいろと楽しい行

事ができるようになった。安心して運動ができ

ることは幸せである。 

○ 校内美化は素晴らしい。 

○ 明るい教育環境が保たれている。 

保護者の 

意  見 

○ 特になし 

 

 

 

 

 

 

 


